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地区まちづくり協議会の活動テーマ（認定申請書より）

令和4年度地区まちづくり協議会活動報告の内容
内容

地区まちづくり協議会名

地区まちづくり協議会の認定日

地区まちづくり計画の認定日

今年度（R4.4.1～R5.3.31）の主な活動内容

今年度の活動の成果（よかったこと、評価できること）

課題や問題、解決に向けての取り組み、改善

今後の予定

まちづくり活動費助成



令和4年度　地区まちづくり協議会活動報告
凡例
■　課題や問題について
□　解決に向けての取り組み、改善 1/3

①名称
②協議会
認定日

③計画
認定日

④協議会の活動テーマ
（認定申請書より）

⑤令和４年度活動内容 ⑥よかったこと、評価できること
⑦課題や問題、解決に向けての

取り組み、改善
⑧今後の予定 ⑨活動費助成

○　白川区役員会議へ参加：１回

○　白川区クリーン運動：１回

〇　宇治市観光振興課と協議：１回

〇　紫式部ゆかりのまち宇治推進プラットフォーム会議に出席：１回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：２回

○　自治会への活動報告：２回

○　南陵町全13区を対象にした住環境実態調査：２回

○　地区外地権者・管理者に住環境実態調査結果連絡：１回

○　宇治市「地区まちづくり協議会ポスター展」：１回

○　町内の防犯・防災を目的とした夜回り、原則月２回：２２回

○　南陵町防災防犯委員会：３回

○　家屋解体・新築及び隣接地開発の協定書の連絡・締結・回覧：１８回

○　市に要望書の提出：２回

○　宇治神社に要望書の提出：１回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１２回

○　宇治市議会　委員会参考人質問　京都救護施設関係：１回

○　京都市救護施設説明会：１回

○　京都市救護施設、医療少年院跡地問題　説明会：１回

○　自治会役員会および総会：１０回

○　年2回実施の「居住環境等実
態調査」は、本地区の空き家、空
き地並びにそれらの庭木の繁茂
状況等の実態を把握できる貴重
な機会となっている。調査結果を
基に、行政の力を借りながら本
地区内外の地権者・管理者に引
き続き適正な管理を依頼してい
く。

■　宇治市に届出がなく、協定書
も締結していない家屋解体事例が
2月に発生した。今後は、協定書
の締結の有無に関わらず町内の
巡回を丁寧にすること、本協議会
全役員に協定書の締結状況を細
かく知らせ、届出のない解体（あれ
ば）の防止に努めていく。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：２回
〇まちづくりに関する勉
強会（出前講座）：１回
○自治会広報誌への活
動報告：２回
〇南陵町全１３区を対象
にした住環境実態調査：
２回
〇宇治市「地区まちづく
り協議会ポスター展」：１
回
〇家屋解体・新築及び
隣接地開発の協定書の
連絡・締結・回覧：都度
〇町内の防犯・防災を目
的とした夜回り：２４回
〇南陵町の開発と５０年
の歩み（仮題）」編集準
備

―2
南陵町地区

まちづくり協議会
Ｈ20年

12月8日
H23年

10月14日

よい町を育んでゆくことを目的
とし安心、安全、良好な住環境
を守る為の活動。

■白川地区の今後の発展のため
には、新集会所を中心とした地域
活動、防災計画に積極的に関わっ
ていくこと、また文化財の保護や
区民の生活を守る活動に参画して
いくことが重要。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：３～
４回
令和４年度の活動実績
や課題を踏まえ、取り組
んでいくことが重要と考
えている。

―1
白川区

まちづくり協議会
Ｈ20年

6月26日
H28年

8月26日

１) 白川地区の良好な景観形
成を目指し、景観の保全と育成
を検討する。
２) 白川地区の歴史文化の保
全と継承及び観光振興のた
め、金色院跡などの文化財保
護や整備を検討する。
３) 白川地区の交通問題の解
決に向けて、道路等のあり方に
ついて検討する。
４) 白川地区の特産である茶業
の振興に向けて検討する。
５) 白川地区の福祉の充実に
向けて検討する。

○　平安時代のゆかりの地とし
て、また歴史・文化のふるさと白
川の地の代表として、紫式部ゆ
かりのまち宇治推進プラット
フォーム会議に参加できたことは
大変有意義であった。

○自治会との関係で、協議会の
位置付けについて理解を深める
ことができ、来期には自治会とし
て具体的な協議ができる体制を
組んで取り組むところまで進めら
れた。

〇また、京都市が進めている救
護施設開設に対する取り組みを
自治会と一体となって進めてい
る。

■　協議会活動への参加者が固
定されている
■　協議会活動への参加者が少
ない
■　協議会参加者の年齢構成に
偏りがある

□　自治会の中での位置付けを明
確にするべく、自治会と協議できる
環境を作る。

□　協議会が持続的に活動できる
ように、２０２３期中に自治会の中
で制度化することを目指して進め
ている。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：１３
回

○　ミニコンサートや展
覧会など：２回

―3
南御蔵山地区

まちづくり協議会
Ｈ21年

8月14日
R2年

11月13日

本協議会は、緑ゆたかで閑静
な住環境を維持し、住民の快
適で安全な生活を守ることを目
標としたまちづくりの実現に向
けて、その具体化と推進をはか
ることを目的とする。



令和４年度　地区まちづくり協議会活動報告
凡例
■　課題や問題について
□　解決に向けての取り組み、改善 2/3

①名称
②協議会
認定日

③計画
認定日

④協議会の活動テーマ
（認定申請書より）

⑤令和４年度活動内容 ⑥よかったこと、評価できること
⑦課題や問題、解決に向けての取

り組み、改善
⑧今後の予定 ⑨活動費助成

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：５回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：４回

○　志津川地区まち協ニュース発行：７回

○　花野菜いっぱい運動の推進：２回

○　椿ロード草刈り：１回

○　第４回写真展（志津川カフェ協力）：１回

〇　志津川福祉の園で志津川市（いち）：１回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１３回

○　こども会との連携イベント（☆２年ぶりのハロウィン企画☆　明星町☆
フリーマーケットでハロウィンを楽しもう）：１回

○　家屋解体・新築及び隣接地開発の協定書の連絡・締結・回覧：１８回

○　市に要望書の提出：２回

○　宇治神社に要望書の提出：１回

〇　自治会との会議：３回

〇　夜間の路上駐車の調査：１回

〇　奈良線の複線化やヨーカ
ドー跡地のマンション新築工事
等、また地域に新築マンションや
住宅の建て替え工事等、この１
年間はいろいろあった。これから
も行政と地元が理解しあって協
力体制をつくっていくことが重
要。

■　市との調整をさらに円滑に行う
ために、当協議会は奇数月に定例
会をしているので、市からの説明を
するときなど必要に応じて利用して
ほしい。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：６
回

―4
宇治市北の玄関
街づくり協議会

Ｈ21年
9月25日

未

六地蔵地区並びに木幡御蔵山
地域の一部の都市機能と生活
環境の向上をはかり、安全か
つ快適で文化的な街づくりを推
進することを目的とする。

〇　緑豊かな美しい自然を生か
したまちづくりとして花野菜いっ
ぱい運動を推進
〇　助け合って生きていけるまち
づくり活動の一環として、２０１２
年の豪雨災害から１０年目の節
目に、豪雨災害を振り返る当時
の写真を展示
〇　「まちづくりに欠かせない全
区民の情報共有ツールとして、
まち協ニュースを１年間で7号発
行

■　みんなで考え、判断して進める
ことの重要性の再認識。
□　地域の発展、居住者一人一人
の幸せを築くために、問題点をみん
なで理解し、みんなで考えて行動す
るために、方針提起を文書で行い各
意見を文書で持ち寄って開催するな
どの工夫をしている。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：５
回
○　まちづくりに関する
勉強会（出前講座）：１
回
○　志津川地区まち協
ニュース発行：６回
○　花野菜いっぱい運
動の推進：２回
〇　椿ロード草刈り：２
回
○　写真展（志津川カ
フェ協力）：１回

―

○　まちづくりフェスタとして、子
ども会とハロウィン企画でジョイ
ントしました。２年ぶりの催しで子
ども１００名と保護者が参加。そ
の他フリーマーケットを開催し
た。

〇スポーツトレーナーの指導の
もと、ウォーキングに特化した健
康づくりの会を年６回開催。ヘル
スアップだけでなく、町並みを見
て歩くことで、まちづくりのための
コミュニケーションとして実施。

■　明星レインボウバスの利用率は
は、令和３年は２５％だったが、令和
４年は５１％に。コロナ前は６１％
だったのでまだ完全には乗客は戻っ
ていない。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：１５
回
○　住民アンケートを交
えたディスカッション：２
回
○　他の部会と共催の
もちつき大会

―

5
志津川地区

まちづくり協議会
H22年
2月8日

未

・ 緑豊かな美しい自然を生かし
たまちづくり

・ 生涯住み続けられる住環境
をつくるまちづくり

・ 助け合って生きていけるまち
づくりを目標としたまちづくりを
行うことを目的とする。

6
明星町地区

まちづくり協議会
Ｈ22年

6月11日
未

明星町地区の住環境を良好に
保ち、健康で安心できる、安全
で、住んでよかったと思えるま
ちづくりの実現に向けて、その
具体化と推進を図ることを目的
とする。



令和４年度　地区まちづくり協議会活動報告
凡例
■　課題や問題について
□　解決に向けての取り組み、改善 3/3

①名称
②協議会
認定日

③計画
認定日

④協議会の活動テーマ
（認定申請書より）

⑤令和４年度活動内容 ⑥よかったこと、評価できること
⑦課題や問題、解決に向けての

取り組み、改善
⑧今後の予定 ⑨活動費助成

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：３回

○　地蔵盆：１回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１２回
　　【内　　容】総会１回、役員会１１回

○　町内会との懇談会：２回

○　清掃行事：１回
　　【内　　容】　ゴミ拾い

○　まちづくり勉強会：４回

○　要望書活動（地域の要望を行政機関等へ文書で提出）：２回

○　要望書懇談会（市への要望について市各課と地域の懇談）：１回

○　まちづくり協議会ニュースの発行（町内会全戸配布）：８回

若い人も高齢の人も豊かな自
然環境を生かし安心して楽しく
住みつづけられることを目標と
したまちづくりの実現に向け
て、まちづくりの提案・実践と住
民の合意形成に留意し、その
具現化と推進をはかることを目
的とする。

平等院表参道が国内・国外の
お客様を迎えるにふさわしい通
りとなることを目指し、沿道の事
業者・住民・行政等が協働し
て、地域の歴史的・文化的な背
景を活かした良好な景観づくり
を進めることを本協議会の目的
とする。

○　なし

■　協議会活動への参加者が固
定されている。
■　コロナ禍の影響もあってか協
議会活動への参加者が少ない。
□　今後はもっと日頃からの声掛
けなどコミュニケーションの絶えな
い街づくりを心がけたい。

7
平等院表参道
まちづくり協議会

Ｈ28年
12月26日

未

8
炭山地区

まちづくり協議会
Ｈ29年
9月20日

未

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：６
回
○　文化交流音楽イベ
ント：１回
○　地蔵盆：１回

―

○カフェすみやまは、６月以降計
画通り、年間１６回の開催ができ
た。コロナ禍で参加者の固定化
傾向があり、今後は特にこどもた
ちの参加を工夫したい。
○役員会は毎月１回の定期開催
ができたので、まちづくりの協議
等に時間を割くことができた。ま
た、総会は３年ぶりに対面で開催
できた。
○小冊子「炭山のまちづくり」を
編集し、今後のまちづくり計画の
参考資料として、５月の総会時に
配布した。
○市の市民協働推進課と「地域
コミュニティ活性化のための意見
交換会」を開催した。

■　スタッフ不足。まちづくり協議
会の会員を増やし、専門部会の活
動をさらに改善していくことが必
要。
□まち協ニュースは、６月以降計
画通り発行できた。定期発行を継
続するために、編集委員体制を維
持すことが引き続き重要となる。

○　カフェすみやまの実
施
〇　清掃行事：２回
〇　まち協ニュースの発
行
〇　要望書活動（地域
要望の整理）

―


